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　目的近年、地球環境の負荷の軽減化及び省資源化を目指し、あらゆる分野で各種材料

の再資源化など有効利用の為失端技術が開発・研究されている。そびトづj、増大する廃棄

物同語への対My泌{重要課題として取り上げられ、精力的に取り進められている昨今、家庭

から廃棄される生活廃棄物へのm防は、未だ検討すべき点が多々ある。本研究では、現状

を把握するため、一事例として一家庭をモデルに家庭から廃棄される食品用包装物の数量

とそれらの素材について謳査、分析し、今後の課題について検討した。

　方法家族構成、父、母、女子２人の４人家族を対象とし、その家庭で1992年５月

～7月に購入した食品の包装物を供試料とした。素材の鑑別には日本分光工業㈱製JAS

－Ｃ０　1R～810とニコレー社ＦＴ－ＩＲを使用し、質量測定に直示天秤を用いた。

2o℃、6 5％）で行った。

　結果食品用包装物は形態別に７項目に分類でき、これらは①トレーとラップ②容器

とそ朗也③容器とラップのような組み合わせが多かった。廃棄された個数は、①ラップ

②トレー　③袋の順に多い。素材鑑別の結果、単一如成のものとラミネート組成のものが

あり、単一ではPS、ＰＰ、EVA力《多かった。ラミネートについては、全部で66個あ

り、組成として1 4種が判明し、ＰＥ／Ｎ／ＰＥＴ、PP／AK、PE／EVAを含むも

のが多かった。

2Jp-8 住生活とごみのかかわりに関する研究

　第2報　リサイクルの実態とその問題点
　　　　　　　　日女大紐○沖田富美子小川信子

研究の目的　ごみの問題がとりあげられて以来、多くの試みがなされ一般の人々にもその

重要性が浸透しつつある。そのごみ問題の一解決策として、資源のリサイクルが必要とな

ってきているが、実際にどれだけの人々がリサイクル活動を認識し、活動しているかその

実態をとらえることにより、その問題点を明らかにすることが本研究の目的である。

研究の方法女子大学の学生のいる祠投家庭の主婦を対象に、1991年7月アンケート用紙に

よる配布記入調査をおこなった。有効回収数208件であり、調査対象地は全国35都道府県

no箇所の自治体にわたっている。

研究の結果①現在家庭から出されるごみは、各自治体によって回収されているが、地域

によって統一されておらず、様々な方法で行われている。②大きくは可燃ごみ、不燃ごみ、

有害ごみ、危険ごみ、粗大ごみ、資源ごみ等に分類され、その組合せで収集されている。

しかしその内容も異なる。③資源ごみとして回収している自治体は、no箇所中21箇所であ

る。④多くの自治体が資源ごみとして回収しているのはびん、缶である。⑤11種類の資源

ごみについて自治体以外のリサイクル活動の状況をまとめると、古新聞が最も多いが卵の

パック容器、プラスチックトレイ、スチール缶はほとんど行われていないのが実状である。

⑥約6割の地域でリサイクル活動が行われており、その活動の有無を認識しているものは、

ほとんど活動に参加しているが、約半数のものは活動に参加していない。⑦リサイクルの

必要性に対する意識は強いが、その活動に対しては比較的消極的である。⑧資源有効利用

の市販商品や過剰包装に対する意識は高いが、実際の生活における対応は消極的である。
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